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に、過去に治療を行った下顎骨骨折症例のパノラマ X 線画像より下顎智歯の萌出様態を調査分類し検討を行った。 
研究対象および方法 
 1990年４月から 2004年３月までの 14年間に大阪大学歯学部附属病院第一口腔外科で治療を行った年齢 15歳から
40 歳までの下顎骨単独骨折症例 340 症例を研究対象とした。 






















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、下顎智歯の萌出様態が下顎角部および顎関節部における骨折の発生に与える影響について分析・検討を
行ったものであり、下顎智歯の萌出様態によって下顎角部の力学的特性は変化し、下顎角部および顎関節部骨折の発
生に影響を及ぼしていることを明らかにした。このことは下顎智歯の処置を行う上で重要な指針を与えるものであり、
臨床的な意義は非常に大きく、博士（歯学）の学位取得に値するものと認める。 
